










　こんにちは、福岡教育大学E.S.S.（English Speaking Society）です。
私たちは現在、2年生と3年生のメンバー6名で活動しています。活動内容
は、ディスカッションやプレゼンテーション、英語を使ったゲームや映画鑑
賞など多岐にわたり、英語力の向上はもちろん、「英語を通じた交流」を
大切にしているサークルです。

　活動は週に1回、学内の教室で行っており、和気あいあいとした雰囲
気の中で楽しく活動しています。英語に自信がない人でも大歓迎！留学
生との交流イベントや学外の英語イベントへの参加、さらに、英語の活動
以外のイベントにも参加しています。学年や専攻を越えたつながりが生ま

れるのもE.S.S.の魅力のひとつです。

　英語を話せるようになりたい人、英語を使っ
て人と関わりたい人、自分の世界を少し広げた
い人、一緒に楽しく活動してみませんか？興味
がある方はぜひ、E.S.S.の公式Instagram
（@utef_e.s.s）もチェックしてみてください。

　英語が好きな人も、ちょっと苦手な人も、
Welcomeです！

E.S.S.

　こんにちは。女子バスケットボール部です。現在は、プレイヤー14名、マ
ネージャー1名の計15名で活動しており、本学OBの石橋千宜先生にご
指導いただいております。部活だからといって、保健体育専攻の学生ば
かりではなく、様々な課程、専攻から熱い心を持った学生が集まっており、
「福教らしく応援されるチーム」をテーマに、切磋琢磨しながら日々明るく
賑やかに活動しています。「インカレ出場」という目標に向けて、全員がバ
スケットボールに真剣に向き合い、個々の技術、チーム力を向上させてい
ます。また、バスケットボール以外の面でも、将来教員になるにあたって人
間として成長できるよう、様々な役割分担で部活を運営しています。さら
に、小中学生を対象にしたバスケ教室や、大学内外の清掃活動などにも

取り組んでいます。
　昨年は九州2部2位（８位）という悔しい結果
に終わりましたが、今年は九州1部昇格、そして
インカレに出場できるよう、全員で頑張りたいと
思います。日々の練習の様子や大会のご案内、
部員の紹介などはInstagramでご覧いただけ
ます。少しでも興味のある方、応援したいという
方は、ぜひ＠utef_basketballのフォローをお
願いします。

女子バスケットボール部

中等教育教員養成課程英語専攻２年

多田 正瀧
た だ まさ よし

まつ ばやし さら さ
中等教育教員養成課程保健体育専攻4年

松林 更紗

C I R C L E  I N F O R M A T I O N
サ ー ク ル 紹 介

大学で学んだこと
　私は大学時代、特別支援教育を専攻していました。特別支援学校
で教育実習をさせていただく中で、子どもたち一人一人にあった教育
をすることの大切さを学びました。現在は小学校に勤務していますが、
大学で学んだ特別支援教育の考え方が日々活かされていると感じま
す。子どもたち一人一人の実態を把握し、どんな声かけをしたらよいの
か、どんな教材を用意すればよいのかを考えることは、どの校種でも大
切だからです。大学時代の学びが今の自分につながっています。

日々成長できるように
　教師は子どもたちに寄り添いながら、その成長を身近に感じること
ができるすばらしい職業です。授業や行事を通して、子どもたちと共
に感動や喜びを分かち合うことができます。毎日子どもたちと接してい
く中で一番うれしいのが、子どもたちの「できた！」「分かった！」と
いう言葉です。どの教科でも「できた！」「分かった！」という喜びを
感じられる授業をしたいなと思っています。そのために、大切にして
いるのが教材研究です。授業の進め方、発問の仕方、資料の提示
の仕方などを工夫し、子どもたちが自ら学ぶ意欲が出るように心がけ
ています。また、校内の研究授業や図画工作科研究委員会での研
修などを通して、さまざまな先生の授業を見ることがとても勉強になり
ます。子どもたちや他の先生方との関わりの中で自分自身も日々成長
しています。

好きを強みに
　私は中学・高校の時に吹奏楽をやっていました。大学時代には管
弦楽団に入り、学校を訪問して演奏活動もしていました。その経験の中

で、「音楽って楽しい！」という気持ちをもっと子どもたちに伝えたいと
思うようになりました。音楽の授業の際は、学生時代に培ってきた音楽
の経験を活かしながら、子どもたちが楽しく生き生きと表現できるよう
に工夫しています。管弦楽を取り上げる授業の時には、子どもたちの前
で楽器を演奏することもあります。様々な音楽に触れることで、子どもた
ちの音楽の世界が広がっていってほしいです。また、私は絵を描くこと
も大好きで、小さいころからたくさん絵を描いてきました。その特技を活
かせないかなと考えて始めたのが黒板アートです。実際に子どもたち
が黒板を見て喜んでくれた時はとてもうれしいです。絵を見た時の感
動やわくわくした気持ちが少しでも子どもたちの思い出の中に残ると
いいなと思います。
　大学生のみなさん。学生時代にたくさんのことに挑戦し、自分の強み
を一つでもいいから見つけてみてください。それが、教師になったとき
に活かされていくはずです。

黒板アート

・特別支援教育教員養成課程
　（平成25年3月卒業）

みず   き あや  か

水木　彩香
福岡市立博多小学校

教諭 さん

音楽活動の様子

OB&OG
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保護者説明会開催のご報告 楽しく・温もりのある城山会に！ 
後援会

　同窓会城山会は、４月２９日
（火）に福岡県内各支会、佐賀
県、長崎県、熊本県、山口県の
各県支部の代表総勢１２０名
が参集し、第５０回定期総会
を八仙閣本店で開催しました。
「城山会発足５０年、同窓意識
を相互に広げ・深め、さらなる
前進」の言葉をもとに本年度の
重点課題・事業計画を決定し
ました。また、懇親会では学長
飯田慎司様はじめ１１名の大
学役員の方々を来賓としてお
迎えして、交誼を深めました。
今、多くの卒業生が全国で教
員を中心にそれぞれの職域で
活躍しています。私たち城山会
は、卒業生、そして、在学生を温かい心で支え応援します。

福岡教育大学同窓会　城山会事務局　
TEL・FAX：0940-33-2211 　
E-Mail：jouyamakai@able.ocn.ne.jp

同窓会城山会
じょう やま かい

　令和7年度保護者説明
会が、長崎・大分・熊本・広
島・福岡の5ヶ所で開催さ
れました。第一部は、就職状
況等の説明と質疑応答を
行いました。第二部の情報
交換会では、就職・実習・
学生生活等、様々な情報を
共有することができました。
来年度もたくさんのご参加
をお待ちしております。

福岡教育大学後援会　事務局
TEL・FAX　0940-33-8070
E-Mail　　 kouenkai@eos.ocn.ne.jp

後援会・同窓会からの

お知らせ

福岡教育大学基金のご案内

福岡教育大学財務企画課
TEL:0940-35-1218　　FAX:0940-35-1701　E-mail:kaihosa@fukuoka-edu.ac.jp

公式ホームページ

お問い合わせ先

福岡教育大学基金

インターネット（クレジットカード払い）による寄附金の受付を開始いたしました。

福岡教育大学では、教育研究の更なる発展や充実を図ることを目的として、「福岡教育大学基金」を設けております。
特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。
寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和7年9月30日（火）
＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞

ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

　i-na!は学生が主体で活動する学生広報チームです！
　普段は福岡教育大学の広報誌の一部特集を作成したり、
インスタグラムで大学のイベント告知や福教大生の生活、
地域の飲食店などの紹介を行ったりしています。
　ぜひチェックしてみてください！！

i-na!メンバー募集中！！

i-na! Instagram

⇩このような投稿をしています！

　人生や考え方、価値観に深い影響を与えてくれた一冊との出会いは、いつまでも心に残るものです。本企画では、紹
介者から感銘を受けた本をご紹介します。読むたびに新たな気づきや感動を与えてくれる一冊が、皆さんの心にも何か
しらの響きをもたらしてくれるかもしれません。

科学のダイナミックス－理論転換の新しいモデル－
書籍名

村上陽一郎　1980年　サイエンス社

　この書籍は、科学論の第一人者である村上陽一郎氏（当時：東京大学助
教授）が1980年に出版した名著であり、実証主義（帰納主義）からの脱却
としての規約主義を、ポパー・ラカトシュの反証主義と、ハンソン・クーンら
の革命主義とに類型化してまとめたものです。ラカトシュは数学論におい
てもユークリッド主義からの脱却としての準経験主義を提唱した人物で、
私は氏の功績をポリアに繋げて論じ、1991年に「数学教育における反証主
義の認識論的考察」で西日本数学教育学会（現：全国数学教育学会）学会
賞を受賞しました。また、ポパーの「推測と反駁」を取り入れて、当時の中
学校数学科に導入された課題学習の教材研究を附属中学校の先生方と
共同で行い三附中研で発表しました。ハンソンの「理論負荷性」やクーン
の「科学革命」（パラダイムや科学者共同体）は、数学教育学界においてそ
の後に隆盛を極めた「構成主義」との関連が深く、私の研究活動の基盤と
なっていきました。

学長

紹介者
いい だ じしん

飯田 慎司

本の道しるべ
～私の心に残った一冊～
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特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。
寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和7年9月30日（火）
＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞

ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

　i-na!は学生が主体で活動する学生広報チームです！
　普段は福岡教育大学の広報誌の一部特集を作成したり、
インスタグラムで大学のイベント告知や福教大生の生活、
地域の飲食店などの紹介を行ったりしています。
　ぜひチェックしてみてください！！

i-na!メンバー募集中！！

i-na! Instagram

⇩このような投稿をしています！

　人生や考え方、価値観に深い影響を与えてくれた一冊との出会いは、いつまでも心に残るものです。本企画では、紹
介者から感銘を受けた本をご紹介します。読むたびに新たな気づきや感動を与えてくれる一冊が、皆さんの心にも何か
しらの響きをもたらしてくれるかもしれません。

科学のダイナミックス－理論転換の新しいモデル－
書籍名

村上陽一郎　1980年　サイエンス社

　この書籍は、科学論の第一人者である村上陽一郎氏（当時：東京大学助
教授）が1980年に出版した名著であり、実証主義（帰納主義）からの脱却
としての規約主義を、ポパー・ラカトシュの反証主義と、ハンソン・クーンら
の革命主義とに類型化してまとめたものです。ラカトシュは数学論におい
てもユークリッド主義からの脱却としての準経験主義を提唱した人物で、
私は氏の功績をポリアに繋げて論じ、1991年に「数学教育における反証主
義の認識論的考察」で西日本数学教育学会（現：全国数学教育学会）学会
賞を受賞しました。また、ポパーの「推測と反駁」を取り入れて、当時の中
学校数学科に導入された課題学習の教材研究を附属中学校の先生方と
共同で行い三附中研で発表しました。ハンソンの「理論負荷性」やクーン
の「科学革命」（パラダイムや科学者共同体）は、数学教育学界においてそ
の後に隆盛を極めた「構成主義」との関連が深く、私の研究活動の基盤と
なっていきました。

学長

紹介者
いい だ じしん

飯田 慎司

本の道しるべ
～私の心に残った一冊～
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